
 

 

 

令和７年（２０２５年）１０月１５日 

 

第１回 熊本市電再生プロジェクトに関する 
専門家会議の開催について 

 
 

熊本市電再生プロジェクトを進めるに当たり、複雑かつ専門性の高い課題等に対し、幅広

い外部の視点による助言等をいただくため、下記のとおり「熊本市電再生プロジェクトに関

する専門家会議」を開催します。  

 

 

１ 日 時  令和７年(２０２５年）１０月２２日（水） １４時００分～１６時００分 

 

２ 場 所  熊本市交通局 ３階会議室（中央区大江５丁目 1番４０号） 

 

３ 専門家会議の委員名簿 別紙１添付 

  

４ 内 容  （１）会長、副会長選出 

（２）専門家会議所掌事務等について 

（３）これまでの取組状況、専門家会議の進め方等について 

（４）各分野における現状、課題、対応方針について 

 

５ 傍聴等   会議は公開とします。なお、熊本市情報公開条例（平成１０年条例第３３ 

号）第７条各号に該当する事項を検討する場合等、会長が必要と認めるとき 

は、会議を非公開とする場合があります。 

傍聴される方は、当日に所属・氏名・連絡先の記載をお願いします。 

※お越しの際は近隣の駐車場をご利用頂くか、公共交通機関等他の交通手段 

でお越しください。 

※当日１３時４５分から上記開催場所において傍聴の受付を行います。 

 

６ 別添資料  （１）熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議運営要綱 

        （２）熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議傍聴要綱 

 

 

７ その他   取材に関するお問い合わせは下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 お問い合わせ先 

交通局総務課 

電話：０９６－３２８－２５５６ 

総務課：副課長 太江田 

Kumamoto City  

News Release 



熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議 委員名簿 

（五十音順、敬称略） 

 

委 員   石濱 順吉    

一般社団法人 日本鉄道運転協会 顧問 

 

委 員   大野 寛之    

独立行政法人 自動車技術総合機構 交通安全環境研究所 

交通システム研究部 上席研究員 

 

委 員   古関 隆章    

東京大学大学院 工学系研究科電気系工学専攻 教授 

 

委 員   新改 敬英    

熊本学園大学大学院 会計専門職研究科 教授 

 

委 員   坪川 洋友    

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 

軌道技術研究部 軌道管理研究室 研究室長 

 

委 員   中尾 正俊    

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 

鉄道技術推進センター レールアドバイザー 

 

委 員   橋本 淳也    

独立行政法人 熊本高等専門学校  

基幹教育部門 理数総合科学分野 准教授 

 

委 員   長谷川 智紀    

独立行政法人 自動車技術総合機構 交通安全環境研究所 

交通システム研究部 部長 

 

委 員   吉田 道雄    

熊本大学名誉教授 

 

別紙１ 



熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議運営要綱 

 

制定 令和 ７年 ８月２８日交通事業管理者決裁 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、熊本市附属機関設置条例（平成１９年条例第２号）第３条の規定に

基づき、熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議（以下「専門家会議」とい

う。）の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 専門家会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 熊本市交通事業の立て直しに係る課題及び対応方針に関すること。 

(2) 前号の審議に基づく対策案、コスト及び期間に関すること。 

(3) 前号の審議に基づく収支及び運行体制に関すること。 

(4) その他必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 専門家会議は、１０名以内の委員をもって組織する。  

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから交通事業管理者（以下「管理者」という。）

が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 実務経験者 

(3) 前２号に掲げる者のほか、管理者が必要と認める者 

（会長及び副会長） 

第４条 専門家会議に会長及び副会長を置き、会長は委員の互選によりこれを定め、副会

長は委員のうちから会長が指名する。 

２ 会長は、専門家会議を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、１年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第６条 専門家会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長とな

る。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。 

３ 前項の規定にかかわらず、会長は、災害その他の事情により会議を招集することが困

難であると認めるときは、会議を招集せず、議事に関し書面その他の方法により審議す



ることができる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、関係者に会議への出席を求め、その意見を聴

き、又は当該者に資料の提出を求めることができる。 

５ 会議は、公開とする。 

６ 前項の規定にかかわらず、会長は、会議を公開することが適当でないと認めるとき

は、これを公開しないことができる。 

（事務局） 

第７条 専門家会議の庶務は、交通局総務課において行う。 

（補則） 

第８条 この要綱に定めのない事項及び施行に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和７年８月２８日から施行する。 



熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議傍聴要綱 

 

制定 令和 ７年 ８月２８日交通事業管理者決裁 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議（以下「専門家会

議」という。）の会議（以下「会議」という。）の傍聴に関し、必要な事項を定めるも

のとする。 

（傍聴の手続） 

第２条 会議を傍聴しようとする者は、会議当日、会議の開会までに事務局に申し出、傍

聴券（別紙様式）の交付を受けなければならない。 

（傍聴の制限） 

第３条 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を傍聴することができない。 

(1) 凶器その他人に危害を加えるおそれがある物品又は看板その他示威宣伝の用に供

される物品を持っている者 

(2) 酒気を帯びていると認められる者 

(3) その他会議の円滑な運営を妨げるおそれがある者 

第４条 専門家会議の会長（以下「会長」という。）は、傍聴席の都合その他必要がある

と認めるときは、傍聴人の数を制限することができる。 

（傍聴人の守るべき事項） 

第５条 傍聴人は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 会議における発言に対して拍手その他の方法により賛否を表明しないこと。 

(2) 会議の妨害になるような示威宣伝又は扇動に類する行為をしないこと。 

(3) 会長の許可なく撮影又は録音をしないこと。 

(4) 飲食又は喫煙をしないこと。 

(5) 会長の指示に反する行為をしないこと。 

(6) その他会議の秩序を乱し、又は会議の妨害となるような行為をしないこと。 

（傍聴人に対する退場措置） 

第６条 会長は、傍聴人が前条の規定に違反し、又は会議の運営を妨げるおそれがあると

きは、これを制止し、その命令に従わないときは、退場を命ずることができる。 

２ 傍聴人は、前項の規定により退場を命じられたときは、直ちに退場しなければならな

い。 

 

附 則 

この要綱は、令和７年８月２８日から施行する。 

 



別紙様式（第２条関係） 

 

                       年   月   日 

 

 

 

 

傍聴券 
 

 

№         

 

 

※本傍聴券は、当日に限り有効です。 

※再入場される際は、傍聴券の提示が必要です。 

 

【熊本市電再生プロジェクトに関する専門家会議】 

 


